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Abstract: A field examination on the microfilarial prevalence of Dirofilaria immitis and

Dipetalonema reconditum among house dogs and stray dogs was carried out in Okinawa in

September, 1972 and again from November, 1973 to February, 1974. In addition, part of

the stray dogs were autopsied to recover the adult worms of D. immitis. In Naha City, out

of 132 house dogs examined 1 dog (0.8%) was infected with D. immitis and 4 dogs (3.0%)

were infected wite D. reconditum. In Okinawa City (former Koza City), out of 40 house

dogs 1 dog (2.5%) was infected with D. immitis and 1 dog (2.5%) was infected with D.

reconditum. In the stray dogs, which were caught in Central and Southern parts

of Okinawa Island and kept at the Okinawa Prefectural Dog Impoundment Facility, out of

512 dogs examined 1 dog (0.2%) was infected with D. immitis and 62 dogs (12.1%) were

infected with D. reconditum. Although 4 dogs out of 219 stray dogs autopsied had carried
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the adult worms of D. immitis in their heart, the number of adult worms found in the

positive dogs was very few. From the result mentioned above, it is clear that in Okinawa,

which was returned to Japan from USA just befor the present survey, the dogs infected with

D. immitis are very few in number, but the dogs infected with D. reconditum are found in

considerable number. D. reconditum may have been brought with the dogs imported

from USA, because this filaria is widely distributed in USA. and the statistical data

from the Okinawa Branch of Animal Quarantine Service, Ministry of Agriculture and

Forestry, Japan, shows that a large number of dogs were imported to Okinawa from

USA every year from 1967 to 1971. The same data also shows that a considerable

number of dogs were imported to Okinawa from Japan. There is a possibility that the

dogs infected with D, immitis may have been brought to Okinawa from Japan and transmitted

to the native dogs by the vector mosquitoes there.
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は　じ　め　に

沖縄県下における犬糸状虫の浸控状況についてほ近

年まで報告らLいものほみられなか%たが　Pen-

mngtonら(1969)は沖縄本島における野犬,沖縄駐留

米陸軍の軍用犬,並びに米軍基地勤務者のペット犬に

ついて糸状虫の感染状況を調べ,沖縄本島にほ2種の

大系状虫がみられること,及びDirofilaria immitis

感染犬ほ極めて少ないが, Dipetalonema reconditum

感染犬ほかなり多いことを明らかにし,後者の主要媒

介者がイヌノミ(Ctenocephalid&s cams)であること

を報告Lた.

著者らは,このPenningtonらの調査から数年を経

た,日本-復帰後間もない沖繩における犬糸状虫の浸

控状況を明らかにするために,那覇市と沖縄市(当時

のコザ市)の飼い犬,及び沖縄本島中･南部で描獲さ

れた野犬について検血を実施Lたので,その結果につ

いて報告する.なお,著者らは,今回の調査により沖

繩に土着していることが確認された　Dφetalonema

reconditumの普通名を,親虫が大の皮下組織に多く

寄虫していること(Newton and Wright, 1956 and

1957; L主ndsey, 1962 ; Pennington and Phelps,

1969〕にちなんで｢犬皮下糸状虫〔Canine subcuta-

neous worm〕｣とし,これに対して,従来,犬糸状虫

とよばれていたDirofilaria immitis　の方を英語の普

通名Canine heartworm　に合せて,今績ま｢犬心臓

糸状虫｣とよび,大の糸状虫を総称する場合に｢犬糸

状虫〔Canine filaria)｣を用いることを提唱Lたい.

本報でもこれらの新しい名称が使用されている.

調　査　方　法

大の糸状虫干虫保有状況を知るための検紅は第1図

に示す沖縄本島中･南部で描獲され,沖縄県犬管理所

で抑留されていた野犬,及び那覇市と沖縄市内の飼い

大の両者について実施さ才1た.この中,飼い犬につい

ての調査ほ1973年11月から12月にかけて,狂犬病の予

防注射実施期間中に,指定の場所へ連れて来られる犬

を対象として,アセトン集虫法〔大石ら, 1959)杏-〟

部改変Lた第1蓑に示す方法で行われた,即ち,

1)直径約6mm,長さ約1.5mのクレモナロープを

用い,これをあらかじめ二重に,直径蹄15cmの輪状

に巻いて｢ともづな結び｣にし,結び目があごの下に

くるように大の口部にほめ,やや固く縛って首に結び

つけて固定する.

2)大の耳朶復縁の静脈をよく研いだランセットで

Table1.Partlymodifiedconcentrationmethodusedinthestudy
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(Filtratedsolution)

Mixabout20mm3ofheparanizedbloodwith4mloftheaboveAsolution,
Afteradding0.3mloftheBsolution,centrifugeat1500rpmfor10minutes.
Examinethesedimentmicroscopically.
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Fig, 1. A map of the central and southern part日of Okinawa Island.

Filarial呂urvey among dogs was made at the cities,town, and

villages shown on the shaded area of the map.
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刺L,傷口のところを軽くしばって流出する血液を長

さ10cm,巾1cm,厚さ2mmのガラス板の一端でと

り,直ちに10mlの尖底遠jLいちんでん管中のA液4ml

中に溶かL,ゴム栓をLて2-3回転倒し,よく混和

する.

3〕これを実験室-持ち帰り,ゴム栓をとり除き,

2m1の駒込ピペットでB液4滴(約0.3ml〕を加え,

毎分1500回転で10分間遠心分離する.

4)沈清純O.lmlを残Lて,上笹液を小ピペットで

静かに吸い上げて捨てる.

5)遠心ちんでん管を数回軽く振って沈壇をよく混

秤,均質化し,その全量を,先細のスポイドで吸い上

げ,スライドグラス上に巾約3mmの帯状に拡げて検

鏡し,子虫が発見された場合ほその大きさと形を調べ

て種名を決定し,子虫数を数える.

6〕子虫の大きさを測定する場合には,スライドグ

ラス上の沈癒混和液に大型のカバーグラスをかぶせて

接限ミクロメーターを取付けた顕微鏡下で計測する.

7)採血Lた各犬についてほ採血番号,登録番号,

採血場所,採血年月日と時刻,子虫の種名と数,犬種,

大名,年令,性別,体痛　毛色,毛質,飼育環境(屋

内か屋外か〕 ,所有者住所,氏名等を調査票に記入す

る議

一方,野犬についての調査ほ,犬管理所で捕獲後5

日間の抑留期間が過ぎて屠殺されるものを対象として,

1972年9月,及び1973年11月から1974年2月までの問

に数回にわたって行われた1972年にほ撲殺直前に対

象大の耳朶復縁をランセットで刺L,流出する血液を

採血用ピペットで30mm呂, 1973年以降ほ電殺直後に直

接大の心臓から注射針で1ml,夫々定量採血し,前

述のA液10ml中に溶かし,その後ほ飼犬の検血の場

合と同様に処理Lて糸状虫干虫の有無と,子虫が発見

された場合にほその種名と数を調べた.ただL, 1ml

の･Lい臓血中の子虫数ほ第5表の中では30mm3中uo子

虫数に換算して取り扱われている.これらの検紅野犬

の中　1972年9月の121頭と1973年11月の88頭につい

ては,採血後犬を剖検して,心臓及び肺臓内に心臓糸

状虫の親虫がいるかどうかを調べたが,皮下糸状虫の

親虫の検査ほ行わなかった.検血した野犬については,

採血番号,捕獲番号,捕獲年月日,描獲場所,犬種,

推定年令,性BU,体格,毛色,毛質,採血年月日と時

刺,子虫の種名と数を調査票に記入した.

なお,沖縄駐留米陸軍の軍用犬の糸状虫干虫保有状

況を知るために獣医部隊を訪問し　医療センター獣医

淡から資料の提供をうけて1970年以降の実情を大の健

康管理カードによって調べた.また,犬皮下糸状虫感

染大の沖繩-の輸入,並びに沖縄からの輸出の手がか

りを得る目的で,農林省動物検疫所沖繩支所を訪ね,

統計資料により1967年以降1971年(日本復帰の前年)

までの13年間にわたる,沖縄における犬の輸出入頭数

を調べた.

調　査　成　績

今回の大の検紅で発見された糸状虫の子虫の種類ま,

飼い犬と野犬の何れについても,その形態的特徴〔大

石ら, 1973)から犬･亡J膿糸状虫と大庄下糸状虫の2種

に分―類された.

1.飼犬の糸状虫仔虫保有状況

那覇市及び沖縄市における飼い大の心臓糸状虫及び

皮下糸状虫の子虫保有状況は第2表に示す通りである.

この裏からわかるように,心臓糸状虫の子虫保有犬は

那覇市では132頭中1頭(0.8%〕 ,沖縄市でも40頭中

1頗(0.5鬼′)のみであった.この中,沖縄市の1頭

は米軍属からもらいうけたものであることがわかった

が,米国産であったかどうかは不明であった.また,

皮下糸状虫の子虫陽性犬ほ那覇市でほ4頭(3.0%)

とやや多かったが,沖縄市でほ1頭だけであった一

Table 2. Number and percentage of house dogs havi咽microfilariae of Dirofilaria

immitis and Dipetalonema r&conditum at Naha and Okinawa Cities in 1973

D, immitis D. reconditum
No. of

City Period dogs
examinedNoツ｡冨idogs
itiveo/7oN呂ムofdogso/
sitive/0Naha Nov. 5　-　Dec. 15　　　　　132　　　　　　　1　　　0.8　　　　　　4　　　　3.0

Okinawa Nov, 21 -　22
(Koza)

40　　　　　　　　　　　　　2.5　　　　　　　　　　　　,5

172　　　　　　　　　　　　　1.2　　　　　　　　　　　　2.9Total



2,野犬の糸状虫干虫保有状況

沖縄本島中･南部で捕獲された野犬の検血結染王第

3表に示されている.調査した512頭の中, fo臓糸状

虫の子虫を保有していた犬は1頭(0.2%)だけであ

ったが,皮下糸状虫の子虫を保有していたものは62頭

〔12.1%〕とかなり多くみられた･そこで,この皮下

糸状虫について,性あるいは年令によって子虫保有率

及び陽性犬1頭当りの血液30mm3中の平均子虫数を

算出し,比較してみた.第4表及び第5表はその結果

を示Lたものである.先ず第4表の子虫保有率につい

てみると, 1才未満ではまだ子虫陽性犬ほ認められな

いが, 1才犬では既に7―7%の子虫保有率がみられ,

その後7才まで10鬼′以上を保っている･また堆の子虫

保有率ほ雌に比べて一般に高い傾向がみられる･次に

第5衰の子虫数についてみると,各年令を通じて個々

の犬によって著しく異なり,年令あるいは性による-

Table 3. Number and percentage of stray dogs
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定の傾向は認め難い･

3.野犬の心臓糸状虫胡虫寄生状況

第3真に示した検血犬の中, 1972年9月の131頭と,

1973年11月の88頭について,採血後剖検し,心臓また

は肺臓にす〔,Lい臓糸状虫の親虫がいるかどうかを調べた

結染ま第6真に示す通りで,合せて4頭の寄生犬が発

見されたが,親虫の数は何れも1-3個体と極めて少

なく,その中3頭ほ堆だけの単性寄生,残りの1頭も

雌雄各1個体の親虫を保有していたのみであった･

4.沖縄駐留米陸軍の軍用犬の心臓糸状虫干虫保有

状況

調査時に飼われていた米陸軍の軍用犬は合計113頭

であったが,これらの軍用犬についてほ徹底した健康

管理が行われており,糸状虫についても,個々の犬に

ょり,多いものでほ毎月1回,少なくとも半年に1回,

having microfilariae of Dirofilaria immttis

and Dipetalonema reconditum on Okinawa Island in 1972-1974

No. of

dogs
examined

D. tmmitis

No. of dogs
positive

D. reconditum

No.ofdogso/7o
positive

Sept―　5-18, 1972

Nov. 14-26, 1973

Dec.　4〓26, 1973

Jan. 17-29, 1974

Feb.　2-20, 1974

131

88

53

68

172

Table 4. Number and percentage of stray

on Okinawa Island, by age and

0

0

0

0

1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.6

17

17

4

5

19

dogs having microfilariae of D. immitts

sex, in 1972-1974

Male Female

No. of dogs No. of dogs

examined positive positive examined positive positive

0

1

2

3

4

5

6

7

8十

9

33

60

62

44

58

15

16

19

0

3

9

ll

5

10

4

4

1

0.0

9.1

15.0

17.7

ll.4

17.2

26.7

25.0

5.3

12

32

52

51

16

22

5

3

3

0

2

5

5

1

1

0

1

0

0.0

6.3

9.6

9.8

6.3

4.5

0.0

33.3

0.0

Total

13.0

19.3

7.5

7.3

ll.0

No. ot dogs

examined positive positive

21

65

112

113

60

80

20

19

22

0

5

14

16

6

ll

4

5

1

0.0

7.7

12.5

14.2

10.0

13―8

20.0

26.3

4.5

12.1

,　―　　　　　　　　｢　―――　―　―　――　〓――:　　　　　　　　　　　――　　―　　　　　　　　　　―〓　〓〓〓――　　　　　　　　ト　　　　―　‥――　　　　　　　―――　　―　　　　　―‥　　　　　　　〓

Tota1　　　　　　　512　　　　　　　　　　0. 2　　　　　　　　62　　12青1

―――― ―　　　　〓〓―　　　　　　　　　　　――　　　　――　　　　　　　　　―　　　――　　　　　　　　　　―　　　　　　　――　　―――　　　　　　　　―　　　　　―　　　　　三

Period
%

Age in

ye a:∫
(esti-

mated〕

316　　　47　　14.　　　196　　15　　　　7.7　　　　512　　　62　　12.1

Total
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Knott (1939)のフォルマリン集虫法を一部改良した

方法(Newton and Wright, 1956)で検紅を行い,

陽性犬にほ直ちに投薬していることがわかった.第7

蓑はこのような健康管理下における軍用犬の心臓糸状

虫子虫保有状況を示Lたもので,各半年間に1回でも

陽性であった犬ほ陽性犬として表中に示されている･

この裏からわかるように,半年間に5頭の陽性犬が発

見されたこともあるが,担当の獣医師によれば,子虫

数ほ何れも極めて少なかったという. 1972年7月以後

ほ陽性犬は全く発見されていない.なお,皮下糸状虫

についてほ,若L子虫が発見されても,その犬を英裕

させて外部寄生虫の駆除を行うだけで記録には残さな

かったとのことで,その浸浬の実情を知ることほでき

なかった.

5―　沖績こぉけ大の輸出入状況

1959年から1971年までの13年間に,毎年沖縄へ輸入

Table 5. Number of microfilariae per 30mm3 blood of D. reconditum positive dogs

on Okinawa Island, by age and sex, in 1972-1974

Age in
year

(esti-

mated)

1

2

3

4

5

6

7

8+

No. of No. of mf.

positive Mean Range

50.3　1｢145

17.7　　-　66

11　　　29.1　　-　88

42.8　1-140

10　　　41.6　　三270

192.3　15｢500

46.5　　｢173

20.0

Female

No. of No. of mf.
dogs

positive Mean Range

No. of
dogs

positive

2　　　　3―5　1｢　6　　　　5

3.0　5-211　　　14

78.6　　-174　　　　16

108.0

12.0　　　　　　　　　11

0　　　　　　　　　　　　　　　　　4

3.0

0　　　　　　　　　　　　　　　　1

47　　　47.6　1-500　　　　15

No. of mf,

Mean Range

31.6　　-145

36.0　　｢211

44.6　　｢174

53.7　1-140

38.9　1-270

192.3 15―500

37.♀　2｢173

20.0

57.9　1-211　　　62　　　50.0　1-500

Table 6. Number and percentage of stray dogs having adult worms

of D. immitis on Okinawa in 1972-1973

Period

Sept. 5　ー18, 1972

Nov. 14　-　26, 1973

No.ofdogso/7｡

autopsied positive positive

131

88

219

No. of adult worms
found in

the positive dogs

3 males

and 1 female

Table 7. Number and percentage of sentry dogs having microfilariae of D.immitis

in U. S. Army Veterinary Corps, Ok週nawa during from 1970 to 1972

1971　　　　]　　　　1972

Jan.-Tun･ ･ Jul一Dec. 〓 Jan一Jun. Jul.-Sept.

No. of dog? examined

No. of dogs positive*

^ positive

110

5

4,5

98

0

0.0

113

1

0―9

Positive dogs were soon treated after examined by the styryl pyridinium (Diethylcarbamazine base) I

,―〓――,い1

0.8

3.4

1,8

首呈ma
-a
ma圭:e?

Total

Period
1970

Jan.-Jun一I Jul一-Dec.

87

3

3A

life

2

1.8

93

0

0.0

Total

Male Total



された大の仕出国別頭数は第8真に示す通りである･

この裏からわかるように,大部分の犬ほ米国及び日本

から輸入されており,掛こ1967年以降その数が急増し

ている.この中,日本からの輸入犬だけについて,ど

の県からの輸入数が最も多いかを知るために,県別に
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輸入頭数を算出し,表示したのが第9表である･この

裏からわかるように,最も多いのは東京からの767頭,

次が鹿児島からの336脹　以下福岡130頭,大阪67頭の

順で,東京からの輸入数が過半数を占めて最も多い･

次に沖縄からの輸出大数を第10表についてみると,

Table 8. The number of dogs imported to the Ryukyus in each year from 1959 to 1971*

Total No

of dogs

imported

No. of dogs imported from

USA Japan Philippines Formosa Thailand

2

4

8

9

4

8

5

18

546

674

706

665

679

54

57

46

42

44

68

38

50

108

175

148

214

351

Total ―　4,909　　　3,328　　　1,395

1

5

9

79

8

Others

1

1

5

2

3

3

4

3

13

6

* Based on the statistical data from the Okinawa Branch of Animal Quarantine Service,

Ministry of Agriculture and Forestry, Japan,

Table 9. The number of dogs imported to the Ryukyus from Japan

in each year from 1959 to 1971

Total No

of dogs

imported

54

57

46

42

44

68

38

50

108

175

148

214

1971　　　　351

Total 〓　1,395

No. of dogs imported from

Tokyo Kanagawa Osaka Hyogo Fukuoka Kagoshima Others

13

15

10

8

17

15

6

55

92

74

147

306

9

1　　　　　　　2

1

8

1　　　　　　　1

3

1　　　　　　　5

3

6

2

3

3

1

1

1　　　　　10

28

1　　　　　　26

24

17

4　　　　　　40

2｣　　　　14

10　　　　　18

23　　　　　　23

39　　　　　　38

31　　　　　　39

18

1　　　　　　11

4　　　　　　　67

5　　　　　　37

10　　　　　　22

19

ll

1

10

5

3

10

4

2

7

1

18　　　　130　　　　　336　　　　　　73

Yeat

1959

1960

1961

1962

1963

1964

1965

1966

1967

1968

1969

1970

1971

56i

62｣

64萱i

76

43

｡三三1

1,4.≡B,

7

1

1

3

19

23110 41

Year

1959

1960

1961

1962

1963

1964

1965

1966

1967

1668

1969

1970

767

9
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輸出頭数も先に述べた輸入頭数の場合と同様1967年以

降急増しており,仕向国男Uではその大部が米国へ輸出

されているが,日本-も464頭というかなり多くの犬

が輸出されていることがわかる.そこで日本のどこへ

搬入されたかをみると,第11表に示すように最も多い

のが東京の208頭で,以下大阪(152頭),鹿児島(41

頭〕等の順になっている―

Table 10. The number of dogs exported存om the Ryukyus in each year from 1959 to 1971*

Total No

of dogs

exported

No. of dogs exported to

USA Japan Peilippines Formosa Thailand Others

1959　芦　　　12

1

4

3

3

2

726

1,023

966

1,357

1,566

Total 〓　6,279

8

15

14

20

9

13

10

16

19

35

176

59

70

1

7

3

5

3

2

1

1

6

0

6

7

1,

5

4

8

7

6

5

Ill

2　　　　　　　　1

1

1

2

3

4

2

4

4

4

1

6

4

12

6

5,651　　　　464　　　　　　61　　　　　　46　　　　　　　22

* Based on the statistical data from the Okinawa Branch of Animal Quarantine Service,

Ministry of Agriculture and Forestry, Japan.

Table ll. The number of dogs exported to Japan from the Ryukyus

in each year from 1959 to 1971

Total No

of dogs

exported

9

13

in

m

19

35

176

59

m

No. of dogs exported to

Konagawa Osaka

3

5

5

10

1

6

6

5

17

27

33

37

53

1

2

1

1

1

1

5

3

7

1

1

3

2

131

7

4

Hyogo Fukuo ka K agoshima Others

2

1

1

3

3

―1

3

1

4

5

4

2

4

3

4

7

3

3

1

3

1

1

2

6

3

2

2

2

1

1

Year

賞
35

Year

1959

1960

1961

1962

1963

1964

1965

1966

1967

1968

1969

1970

1971

Total

8

15

14

20

Tokyo

1

1

1

ー上6.　208　　　　　　152　1 1　　占　　　　　　10

1

1

1



考　　　　　察

飼い大の糸状虫感染状況を知るための一方法として,

著者は,わが国でほ毎年2回実施されている狂犬病予

防注射の際に,指定の場所-連れて来られる犬を対象

として,耳朶から1-2滴(約20mm3)の血液を採り,

スライドグラス上に帯状に塗抹して乾燥させ,水で溶

血後ギムザ染色して検鏡し,糸状虫子虫の有無を調べ

ることを提唱し,この方法によって長崎市(末永ら,

1971〕及び大村市(末永ら, 1974〕における犬糸状虫

の浸控状況を明らかにしてきた.しかし,この方法で

紘,沖縄のような2種の犬糸状虫が混在する地方で,

子虫の種類を区別することほ困難なことがわかったの

で,今回の調査でほこの点を改良した新しい方法を採

用する必要があった〓　犬心臓糸状虫と犬皮下糸状虫の

子虫を区別できる方法としてはKnott (1939)のフ

ォルマリン集虫法〔Ash, 1962; Healy and Kagan,

1961〕及びこれを一部改変したNewton and Wright

〔1956〕の方法(Gubler, 1966; Groves and Koutz,

1964; Joiner and Jordine, 1970; Lindsey, 1961

and 1962; Marquardt and Fabian, 1966; Ott and

Bauman, 1959; Pennington and Phelps, 1969;

Wal】enstein and Tibola, 1960)が→般に広く用い

られている.ところが大石ら(1959〕ほ溶血･固定剤

としてほホルマリン液よりもアセトン液の方が沈潅が

凝集することがなくて,より良好な結果が得られるこ

とを報告し,この方法ほその後Warne et al. (1967〕

によっても採用されている.しかし,これらのKnott

や大石らの方法でほ1mlというかなり多量の採血を

必要とすることと,大石らのいわゆるアセトン集虫法

に用いる試薬にほ最初からメテレい/ブルーが含まれて

いるので,血液を入れた液とまだ入れてない液とを区

別することが困難であることとのために,野外調査で

獣医師でない人が用いるには適当でほないと思われた.

そこで著者らほこの大石らの方法を一部改変して,ア

セトン液とメテレソブルー液とを別け,前述のように

大の耳朶から採った約20mm3という少量の血液を先ず

A液(第1表)に入れてよく混和し,実験室に持ち帰

ってからB液を加えて遠心分離し,沈壇を調べる簡易

検紅法を考案したのであるが,今回この方法によって

野外調査を実施した結果,子虫の検出が容易であり,

検出された子虫は第2図に示すように形態的特徴がよ

く観察できるので,種の同定も十分可能であることが

わかった.

今回の調査により,日本-復帰後間もない沖縄本島

には,飼い犬についても,また野犬についても,心臓
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糸状虫感染犬は極めて少ないことが明らカ1になったが,

このことは第12表に示す過去の調査報告ともよく一致

する.その原困についてほ次のようなことが考えられ

る.第2次世界大戦の末期に沖縄本島は激戦地となり,

極度の食糧不足から島内の犬ほそのほとんどが措獲さ

れ,食用に供されたといわれている.従って,現在沖

縄本島にいる犬はそのほんんどが終戦後米国あるいは

日本本土等から輸入されたものか,あるいはその子孫

であろうと思われる.このことは,第8真の沖縄-の

輸入大数からも伺われる.これらの輸入犬が心臓糸状

虫の感染をうけていたかどうか,また検診と治療がど

の程度に行われていたかほ記録がないので不明である

が,少なくとも米陸軍の軍用犬についてほ徹底した健

康管理が行われており,軍属,あるいほ米軍基地勤務

者のペット犬についても,米陸軍獣医部隊医療セソセ

ンター獣医班で,これらの民間犬から軍用犬-の心臓

糸状虫の感染を未然に防ぐた捌こ,診察と治療の無料

サービスを実施していたことから,あるいほこのよう

Fig. 2. Comparative sizes of microfilariae of

Dipetalonema reconditum (left) and

Dirofilaria immitis (right)after treet-

ed by the partly medified concent-

ration method showing in Table 1.

‡

茸實#

::術中∨　虫
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な対策が,基地内の徹底した媒介蚊の駆除対策と共に,

JL,臓糸状虫感染犬が沖縄に少ない原因の一つであるの

かも知れない.しかし,今後は日本-の復帰により,

本土との大の交流が盛んになり,ペットブームも加わ

って,本土で感染した犬が沖縄-輸送され,実験的に

伝搬可能なことが既に明らかになっている(Intermili

et aL, 1970)沖縄土着の蚊によって媒介され,感染

犬が増加する可能性があると思われる･ところが,一

方でほ,第12塞からわかるように,久米が戦前に琉球

列島の幾つかの島で調べた際にもJLいB斂糸状虫感染犬ほ

発見されていないこと,及び台溶こもこの糸状虫感染

犬は極めて少ないこと(Warne et al,, 1967)などか

ら,あるいほ何か地理的ないしほ気候的原脹　更にほ

犬の棲息密度等によることも考えられる･何れにして

も,沖縄本島に心臓糸状虫感染犬が少ないことは,栄

国並びに,近年わが国でも北海道〔神谷他, 1973及び

1975; Kamiya et a/., 1973),本州〔八木沢ら,

1971;大石ら, 1973;真名子ら, 1973:佐藤, 1970〕

四国(Keegan et al‥ 1967; Warne et al‥ 1967〕

及び九州(白石ら, 1965;末永ら, 1971及び1974;西

帯野ら, 1975〕の各地で,この糸状虫による大の感染

率がかなり高いことと比べてたい-ん興味のあること

であり,今脹　長期的に観察をつづけ,その原田を明

らかにする必要がある.

ところで,今回の調査により,沖縄本島から,現在

まで日本本土からほ輸入大の1例(大石ら, 1973)杏

除いて全く発見されていない犬皮下糸状虫感染犬がか

なり多く発見され,日本復帰前のPennington et at.

(1967〕の調査結果を再確認することができたのであ

るが,彼等は感染犬の外部寄生虫についても調べ,揺

集された6種の寄生虫の中, 5種に発育中の犬皮下糸

状虫の自然感染を認め,特にイヌノミの感染率が高か

ったことを報告しているので,この糸状虫はイヌノミ

等の媒介者によって伝搬され,既に沖縄に土着してい

るものと思われる.　この犬皮下糸状虫は,米国でほ

Newton and Wright (1956〕によってPennsylvania,

New Jersey｢及び　Maryland　でその存在がはじ

めて確認されて以来　Alabama及びRhode Island

(Rothstein et al., 1961), Georgia (Healy and

Kagan? 1961), Florida 〔Lindsey, 1961〕. Hawaii

(Ash, 1962), Ohio (Groves ank Koutz, 1964),

Illinois (Marquardt and Fabian, 1966), Texas

(Joiner and Jardine, 1970)等の各地に浸浬してい

ることが明らかにされているので,沖縄のものほ恐ら

く米国からの輸入犬と共に持ち込まれたものであろう,

この糸状虫ほ現在までのところ,沖縄を除く日本の各

地からほ輸入大の1例を除いて全く発見されていない

のであるが,既に述べたよ　うに1959年から1971年ま

での13年間に464頭の犬が沖繩から東京や大阪等,

日本の各地へ輸入されており,更に今後ほ日本復帰に

ょり沖縄と本土との間の大の移動が自由になったこと

と,ペットブームとによって,沖縄で犬皮下糸状虫に

Table 12. Summary of studies on the prevalence of Dirofilaria immitis and

Dipetalonema reconditum in Okinawa reported by several anthors

Locality and

year o壬survey /

Various主slands

in the Ryukyu
chain, 1936

〝　,1962

Okinawa island,

1954

// ,1966-7

〝　,　〝

〝　I　〝

// ,1968

Strays

Strays

Sentry

Strays

Sentry

Private

pets

Sentry

No. of dogs

examined with Mf―

%ofdoj

withMすFilarial
species

2.0 ID. immitis

D. tmmitis

D. immitis

D. reconditum ‡

Kume. 1967 (pers. corres.〕

(Pennington et al., 1969)

Shimabukuro, 1962

(unpublished report〕

406 Med. Rep., 1954

Pennington et aL, H1969.

‡　〝

ノケ

Intermill et al., 1970

* This pet had been brought to Okinawa by a military civilian from USA,

AuthorKind of

dogs

30

152

32

557

98

45

107

0

3

2

2

129

‡;

1*

12

1

6.3

0,4

23.1



感染した犬が,沖縄以外の日本各地-溌まれ,土着符

イヌノミやネコノミ等によって媒介される可能性も考

えられる.

ま　　と　　め

日本へ復帰後間もない沖縄における犬糸状虫の浸淫

状況を明らかにするために, 1972年9月と1973年11月

から1974年2月まで,アセトン集虫法を三部改変した

簡易検血法により,郡覇市内及び沖縄市内の飼い犬,

及び沖縄本島中･南部で描渡された野犬について検血

を行い,糸状虫子虫保有状況を調べると共に,一部符

野犬についてほ剖検によってDirofilaria immitis親

虫保有状況をも調べた.

先ずD. im―mitts　子虫保有状況をみると,飼い犬

については,那覇市内では調べた132頭中1頭が,沖

縄市内でほ40頭中1頭が,この糸状虫の子虫を保有L

ていたのみであり,野犬についても　512頭中1頭だ

けが陽性であったにすぎない.また,野犬の剖検結果

は219頭中4頭がJ亡〕臓に親虫を保有していたが,この

中3頭ほ雄だけの単性寄生で,虫体数が1-3個体と

少なく,残りの1頭も雌雄各1個体を保有Lていたの

みであった.

これに対して　Dipetalonema reconditum感染犬

はかなり多く,飼い犬については那覇市内でほ132頭

中4頭,沖縄市内では40頭中1頭が,また野犬につい
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ては513頭中62頭がこの糸状虫の子虫を保有していた―

このように,日本復帰直後の沖縄にほ,北海道,蘇

州,四国,九州の各地に浸浬,土着している　B.

immitisの感染をうけている犬ほ極めて少ないが,こ

れに対して米国内の各地に土着していて,沖縄を除く

日本の各地ではまだ発見されていないD. reconditum

の感染をうけている犬がかなり多くいることがわか

った.

沖繩に　D. immitis　感染犬が極めて少ない原因と

してほ,第2次世界大戦末期に沖縄本島の犬がほとん

ど絶滅し,現在いる犬は戦後輸入されたものであろう

と思われること,及び米陸軍獣医部隊の徹底した感染

犬対策並びに媒介蚊対策の実施等が考えられるが,更

に大の棲息密度やこの地方の気象条件等も関係してい

る可能性がある.また, D. reconditum　感染犬が

多いのは,沖縄が戦後長期間にわたって米軍の統治下

に置かれ,この糸状虫感染犬を含む多数の犬が米国か

ら沖縄-輸入されたことによるものと思われる,

なお,今回の調査により,沖縄に土着していること

が確認されたDipetalonema reconditumの普通名を

｢犬皮下糸状虫(Canine subcutaneous worm)｣と

し,これに対して従来犬糸状虫とよばれていた

Dirofilaria immitis　の方を英語の普通名　Canine

heartworm　に合せて,今後ほ｢犬心臓糸状虫｣とよ

ぶことにし,犬の糸状虫を総称する場合に｢犬糸状

良(Canine filaria)｣を用いることを捉唱したい.

この調査を実施するにあたり,色々と便宜を計って下さった沖縄県厚生部の平安常葉部長及び伊波茂

雄次長,沖縄県公害衛生研究所の吉田朝啓所長,照屋覚書医監,当時の沖縄県中央保健所の原案所長,

コザ保健所の平田久夫所長,米陸軍獣医部隊のCooper大佐,通訳の兼島民, Savage少佐,並びに

Lewis大尉に深く感謝する･また,調査に協力していただいた沖縄県公害衛生研究所衛生動物室の照屋

尚夫,安里龍二,比嘉ヨシ子,下謝名和子の諸液　沖縄県厚生部環境衛生課の金城永三氏,沖繩県犬管

理所の職員の皆脹　沖縄化成株式会社の永富一夫社長,文脹資料,並びに有益な情報を捷供して下さ

った沖縄中央家畜保健衛生所の島袋　背痛　農林省動物検疫所沖縄支所の松沢幸夫所長,与郵嶺獣医院

の与郡嶺久雄院長,沖縄寄生虫予防協会の屋嘉　勇見及び那覇市内並びに沖縄市内の開業獣医師の方

々に,厚くお礼申L上げる｡終りに,この研究を遂行するに際して,有益な助言を与えられた当寄生虫

学部門の片峰大助教脹　並びに長崎大学医学部医動物学教室の和田義人教授に深甚な謝意を表する.
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